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これからの大学図書館
高 木　　暢 哉

学図書館の状況が，先進諸国のそれに比べると，目を蔽

うほどに遅れており，その遅れを取り戻すことが必要と 、

されたからである。もう一つは，この立ち遅れにもかか

わらず，わが国の社会も情報化時代へと突入するように

なったからである。
ハーバード大学では，現在約700万音Bの図書をもつ灘

が，60年前の100万部しかもたなかったときよりも図書

の不足を感じるという。どのようにあがいてみても，コ

ントロールしうる情報量に不足を感じる。それほどに情報の絶対量が増したのであり，また情報の

必要性と，利用者のそれに対する欲求の多面性が増してきたからである。そういう状況に対し，当

事者である大学図書館は，どのように応えうると，いうのであろうか。

　学部学生のための利用を考えるときには，集書は学習上均衡をえたものでなければならぬであろ

うが，しかしその場合にも，単に専門化に偏すべきではなく，学問の専門化が進めば進むほど，他

方では人間形成の総体的回復を目指しての一般的教養のための集書への配慮が同時になされねばな

らないであろう。しかし九州大学の場合には，その一方では，大学院学生のための図書館機能が，

いよいよ重視されねばならなくなってきている。それはこのことが，従来あまり省みられていなか

ったことにも理由があるが，また一方では大学改革との関連において考慮せざるをえなくなってき

たことも重視されねばならない・各15時閲の予習と復習を前提としての同じく15時間の教室にお

ける講義をもって1単位とするのが新制大学のカリキュラムであるが，大学院教育においては，こ

うした考え方はもっと加重されて厳粛なものと受取られるべきであろう。これまでなすべくして，

なされていなかった要請が，これからの九州大学図書館によって果されねばならない。

　しかし重大といえば，必要性は教官や研究者のがわにおいて，いっそう切迫しつつある。さきに

も述べたように，情報の絶対量が増し，それへの要求が切迫し，さらに多面化してきた。一つの研

究室はもちろんのこと，一つの学部・研究所ですら，いや大学自体ですら，必要と考えられる資料
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これからの大学図書館

古一円 哉木 暢

九州大学新図書館の主体工事の杭打ち作業が， この新

年の 6日から開始された。今年の末には，完成された新

図書館の偉容を見ることであろう。

新しい革袋をもってしなければ，新しい酒を盛ること

はできないというわけで，この新図書館の建築が計画さ

れたのであるが，それでは新図書館が果す新しい課題と

は，なんであるか。ということについては，実は問題は

予想を越えて遥かに遠大であるのに，気づくのである。

それは大学図書館自体が現在激しい変革と変貌の時代に

さしかかっているということでもある。大学図書館の変

革の声は，最近とみに叫ばれるようになった大学改革へ

の声よりも，ずっと早い。それは一つには，わが国の大

学図書館の状況が，先進諸国のそれに比べると，目を蔽

うほどに遅れており，その遅れを取り戻すことが必要と

されたからである。もう一つは，この立ち遅れにもかか

わらず，わが国の社会も情報化時代へと突入するように

なったからである。

ハーバード大学では，現在約 700万部の図書をもつ

が， 60年前の 100万部しかもたなかったときよりも図書

の不足を感じるという。どのようにあがいてみても， コ

ントロールしうる情報量に不足を感じる。それほどに情報の絶対量が増したのであり，また情報の

必要性と，利用者のそれに対する欲求の多面性が増してきたからである。そういう状況に対し，当

事者である大学図書館は，どのように応えうると，いうのであろうか。

学部学生のための利用を考えるときには，集書は学習上均衡をえたものでなければならぬであろ

うが， しかしその場合にも，単に専門化に偏すべきではなく，学問の専門化が進めば進むほど，他

方では人間形成の総体的回復を目指しての一般的教養のための集書への配慮が同時になされねばな

らないであろう。しかし九州大学の場合には，その一方では，大学院学生のための図書館機能が，

いよいよ重視されねばならなくなってきている。それはこの.ことが，従来あまり省みられていなか

ったことにも理由があるが，また一方では大学改革との関連において考慮せざるをえなくなってき

たことも重視されねばならない。各 15時間の予習と復習を前提としての同じく 15時間の教室にお

ける講義をもって 1単位とするのが新制大学のカリキュラムであるが，大学院教育においては，こ

うした考え方はもっと加重されて厳粛なものと受取られるべきであろう。これまでなすべくして，

なされていなかった要請が，これからの九州大学図書館によって果されねばならない。

しかし重大といえば，必要性は教官や研究者のがわにおいて，いっそう切迫しつつある。さきに

も述べたように，情報の絶対量が増し，それへの要求が切迫し，さらに多面化してきた。一つの研

究室はもちろんのこと，一つの学部・研究所ですら，いや大学自体ですら，必要と考えられる資料
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の一切を収集して手許におくことは，不可能となってきている。今日の大学は，どんなに大規模な

ところでも，すべて図書購入費予算の不足に悩んでいる。全国大学図書館の総蔵書数は，昭和44年

3月現在で約5，365万冊であり，国際的にみてもそう恥しいものではないが，その集書や利用の実

際面で，わが国は著しい遅れをとっている。もしも重複購入が避けられるとすれば，蔵書の種類は，

もっと増しえたはずであるし，利用上の相互協力が充分に発展していたとすれば，研究者は図書資

料の利用に不自由を感じることが，もっと少なかったに違いない。集書の点でも，利用の点でも，

大学間の障壁を除き，相互協力が推し進められるべきであり，大学間の作業分担が計画されねばな

らない。大学図書館相互間の情報交換，複写業務の発展等は，国内はもとより，国際的にも推進さ

れねばならないのに，実は足もとの学内・学部内においてすらまだ充分に実現されていないのが一

般の実情である。学部や研究所などのあいだの情報連絡は，よくとれているか。各研究領域のあい

だの協力は円滑であるか。とくに境界領域での研究が重大となってきた今日では，連絡・綜合・調

整・計画の協力的機能を果すべき大学図書館の役割はますます増大化せざるをえないのである。い

ずれにせよ大学における図書行政というものは，内にも外にも，開かれねばならない。「大切なこと

は，大学図書館が，学内の閉鎖性を打破し，大学の共有財産である図書が，学問に志す者のすべて

に開放され，利用されるのに役立つことである」（国立大学図書館協議会「新しい大学図書館像特別

委員会」報告，昭和45年）。

　このことを実現しうるための技術的基礎は，現在は充分に備わりつつある。情報処理技術の発展

は，情報量の増大にともなって目ざましい。その図書館業務への導入が検討され，現実にもそれは

進みっつある。電算機やその周辺機器の利用，マイクロ写真やゼロックスなどの複写技術，コミュ

ニケーションの新しい手法等々，数え上げれば切りがない。しかしこのような受入・分類・目録・

検索・利用などについての目ざましい技術の開発も，図書館行政自身が停滞しているならば，導入

しようがないであろう。かりに新しい大学図書館が建設されても，設備がどのように整ってみても，

図書行政が動脈硬化していては，どうしょうもない。これを血のかよったものにしなければならぬ。

設備にしても機械にしても，また技術にしても，それを動かすものは人であり，意識の変革が必要

とされよう。情報化時代の大学図書館の新しい飛躍は，意識の変革とともに始まりうるといえるの

である。（1972．1．18）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（たかぎ・のぶや：図書館長）

　　　新館の工事開始！！

　待望の新館建築工事入札は，旧臓

27日に行なわれた。その結果，佐藤

工業株式会社が落：札，新年早々の6

’日には建設機械が搬入され，現在は

基礎工事の杭打ちが，1ページの写

真のように連日急ピッチで進められ

ている。

（昭和46年12月20日に行われた現場説明の模様）
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件名索引法とMEDLARSについて

長

（その2）

尾　　公 司
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II　索引作業と用語集

　Vickeryによれば，“主題索引とは，ある特定の主題に関するあらゆる1情報について，その存在

と存在場所とを示したものである。‘また’その役目は，情報の検索者と，求めている情報との間の

連絡を，正確に，網羅的に，そして迅速に確立することにある”とのべている。主題索引作業は，

このような索引を作成する作業ということができるが，Bernierは，“著者によって報告された主題

へのガイドを与える作業”の4つの段階を示している。すなわち，（1）著者によって報告された主題

を文献の中から選び，②著者の表現をそのまま借りたり，あるいはいいかえたりして主題を簡潔に

表現し，（3）主題に対してガイドとなる語句を選び，（4）必要とあれば，これらのガイドとなる語句を，

基準として使用している索引用語に翻訳するというのがそれである。

　1．シソーラス
　シソーラス（Thesaurus）は，ギリシャ語で“貯蔵庫”あるいは“宝庫”の意味をもち，1857年

に出版された，RogetのThesaurus　of　English　words　and　phrasesは，最初の“概念から引

く辞書”として有名であるが，IRの分野でも，：Lubnが，1957年に“Dictionary　of　notions”

の作成を提案し，“……同様な，あるいは，たがいに関連ある意味をもった言葉を概念別グルーフ。

（Notional　family）に分けるということで，この作業はRogetのシソーラスの原理と全く同様で

ある。”といっているが，特にIRの分野における電子計算機の利用が進むにつれて，その記憶容量

の問題などから，在来，図書館における件名目録などに見られた，標目自体の精粗に関係なく件名

を増加させて行くやり方ではなく，．包括概念と用語との関係を統一した上で，標目数を制限するこ

とも必要になっているが，共通的な条件としては，（1）慣用語を使用し，②新しい概念が容易に加え

られるよう構i成され，（3）適切な参回目どを使って用語聞の関係を示し，同義あるいは，観点の相違

を規制し，（4使用に便利な形態であり，（5）用語の定義づけをしたものである。しかし実際には，著

者は，自分の学問的主張をするに当って，一つの用語を，著者自身が規定した使用概念において使

用することから，論文の主題の表現の個人差は，著者，索引者，検索者，質問者の何れの間にも，

微妙な食い違いが起るものなので，索引作業を進める段階で，概念規定の是正の必要が起り得る。

　2．　Medical　Subject　Headings　（MeSH）

　MeSH’は，1960年に第1版が出され，1963年に第2版が，これは明らかに，　MEDLARSに備え

た形で公刊された。以来，毎年改訂版が，その年のIndex　Medicusの初号の別冊として出される

ようになったが，1969年版では，主件名約7500と，各種参照約9000とに，60の副件名があり，

Index　Medicus用としてではないが，墜下の仮件名（Provisional　headings）が，さらに用意さ
れている。

　MeSHの用語は，医学生物学の分野で実際に使用されている言葉を基礎としており，　NLMの

MeSHセクションでは，専門的に新しい概念や言葉の出現に注意を払いながら，シソーラスの維

持にたずさわっているグループがある。

　MeSHの歴史的な展望，実際の構成，使用上の注意事項については，この講義要項の末尾に付

した資料を参照していただきたいが，大体の構成をのべると；（1）Alphabetical　listと，（2）Cate－

gorized　listとに分れ，前者には，用語間の概念関係を明らかにする参照が付され，また後者への

ガイドが示されている。後者は，主件名をカテゴリー順に分類し，さらに分類内での，用語の上位，

下位概念の関係を示して，階層構造（Treeまたは，　Hierarchical　structures）にみちびく働きを

するとともに，関連語の発見を助けるツールである。

III　M：EDLARSの索引法

　情報量の激増による2次刊行物作成事業の行き詰まりという，いわゆる“情報活動の危機”の打

開をねらいとしたMEDLARSの開発は，むしろ機械検索が主体となり，2次刊行物作成が副生的

なものになるという形となりつつあるが，システムの最初の目的と，その達成状況あるいは変更状
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況を見ると，次のような報告（1968年）が行なわれている。

　目的1。Index　Medicusの質を改善し，範囲を広めると同時に，月刊のIndex　Medicusを出

すために印刷に要する日数を22泪から5日に短縮する。

　結果。ほとんど，この目的に達成された。Index　Medicusの質は，　MeSH：の改善，索引の正確

性に対して，常に注意を払うことなどによって改善された。収録範囲は，1963年には，2，275の雑

誌からの129，808の論文，1967年には，2，300の雑誌からの163，077の論文というように非常に広

くなった。処理時間は，5日に短縮された。

　目的2。形および内容において，Index　Medicusと似た他の出版物を作り出すことを可能にす

ること。（ただし，より専門的な医学分野の主題に限り，したがってサイズもより小規模のものに限
る）．

　結果。この目的は，Recurring　bibliographyを作り出すことによって果されてきた。しかしな

がら，50のRecurring　bibliographyを作るという最初の見積りは，余りにも多すぎ，1968年の

1月に9っのRecurring　bibliographyが作られるようになったにすぎず，その他いくつかのもの

は計画中である。

　目的3。雑誌論文だけではなく，他の情報源からの文献をもIndex　Medicusおよび他の出版物

の中に入れることを可能にすること。

　結果。MEDLARSにモノグラフからの文献を含めようとする試みは，　Current　Catalo9のため

のプログラムの書きかえによって成された。

　目的4。蓄積されたコンピューター・フジィル5年間分を規則的に探索し，個々の要求によるも

のでも，逐次的なものでも，特別な書誌に対する要求に対して，敏速（最長2日）かつ，効果的な

サービスを可能にする。

　結果。現在の処理シンテムでは，2日聞での探索は可能である。また，コンピューターの時間制

限により1968年の初めにはじまった探索は，1966年1月からのものしか含んでいない。

　目的5。論文に対する索引の深さを増す。

　結果。この目的は，一つの論文に対して10個の件名を平均して与えるDepth雑誌に対して果

されたが，Non－depth雑誌は，平均して4っの件名の深さでしか索引されていない。

　目的6。1年間に扱われる論文の数を，140，000件から，1969年には250，000といった具合に約

2倍になる。

　結果。1967年には，MED：LARSは，165，000の論文に増加した。計画では，1969年には，250，

000としたいと望んでいるが，この目的に到達するかどうかは明らかではない。

　目的7。システムの効率を絶えず監視し，かっ改善するために必要な情報を与えるために，統計

を保持し，作業の分析を行なうようにする。

　結果。この目的は，統計モデュール・リポートを通じて，部分的に果された。

　以上の当初の目的のうち，3つは完全に履行されている。

　MEDLARSは，1964年1月に操作を開始して以来，（1）入力時の誤り，（2）Recurring　bibliogra－

phyの作成時における変更，（3）探索上の問題，（4）ファイルの維持，（5）MeSHの改訂，などの問題

にあいながらも，着々と歩を進め，1965年に行なわれたコロラド大学とUC：LAの支部開設にはじ

まった，MEDLARSの検索サブシステムの分散化は，米国内のみならず，英国やスウェーデンに

も及び，わが国でも日本科学技術情報センター（JICST）が，日本医学図書館協会の助言を得なが

ら，導入を検討しているが，慶応大学医学情報センターは，これとは別に，MEDLARSのための

日本語論文の索引作業を分担している。1965年に成立した医学図書館援助法に，地域的センター館

的な医学図書館に，MEDLARSの探索支部をおくという考えが盛られているが，（1）プログラムの

書きかえの問題，（2）チーフ。変換の問題，（3）大学のコンピューター施設での困難性，（4）NLMと支部

との間の連絡の問題などから，当初予想したより以上の時間とtiストがかかっている。　（つづく）

　（注）本稿は昭和45年度大学図書館専門職員長期研修のための講義要綱としてまとめたものの一部である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ながお・こうじ：中央図書館整理課長）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一中央図書館情報資料掛一

　中央図書館の情報資料掛（電・5310）では，利用者の方々から寄せられてくるいろんな質問事項

の調査を行なっていますが，ごく最近にあった質問のなかから幾つかを，ご参考のためにここへ挙

げてみることにします。

質問1　世界経済と日本貿易について，レポートを書

くので通商白書を閲覧したい。

回答例　通商白書は，最新のものは1965年版しか中央

図書館は所蔵していない。参考図書室に整備している

“新聞スクラップコーナーの白書編を指示する。次の

ような新聞切抜きが収録されていた。通商白書総論の

あらまし（朝日，45．6．16）通商白書詳報（西日本，45．

6．16）通商白書のおもな内容（西日本，46．6．15＞通商

白書の内容（読売，46．6．15）通商白書総論のあらまし

（朝日，46．6．15）数字でみる’71年通商白書1～6（毎

日，46．6．17～23）なお，情報資料掛では次の新聞の切

抜きを行なっている。朝日・毎日・読売・西日本，切

抜きの対象はおおむね各分野にわたっていて，利用も

活澱である。

質問2　Journal　of　the　physical　society　of　Japa11．

（1971）に，H．　Tawaraが，‘‘Electron　stripPing

of　the　ground　and　metastable　state　helium・・・…”

を書いているが，掲載の巻号数を知りたい。

回答例　Current　contents；physical＆chemicaI

sciences　Vol．31，　No．1p．236で調査し，回答。

質問3　「総定員法」の，正しい呼称。なお，その法律

の内容を詳しく知りたい。

回答例「現代用語の基礎知識」1971年版（512ケ8）に

よれば，「総定員法」とは，「行政機関の職員の定員に関

する法律」のこと。「六法全書」（207ロ11）でその内容

を詳しく知ることができる。

質問4　九重地熱開発研究所の欧文呼称，ならびに出

版されているレポート，紀要類。

回答例　同研究所は，生産科学研究所に所属し，正式

名称は〈九州大学生産科学研究所附属九重地熱資源開

発実験所〉略称は〈九重地熱開発実験所〉正式の欧文

名は未定。略称は，Kujyu　Geopharmy　Laboratory

と決めている。独立のレポート，紀要類は出版してい

ない。「生産科学研究所報」に発表している。

質問5「翁さび」の著者，その内容，書写年代，著作

年代。

回答例　翁さび（音無文庫のなかの写本）（549オ7）図

書総目録（OIOコ123）和歌大辞典（543ワ41）で調査。

著者の明示はないが，図書総目録にある「歌枕諸説抄

注翁佐備，別称もすの草くさ」の写本と思われる。上

の巻の最終ページに“百舌鳥草蚤後集一”という表示

がある。著者は萩原歯固。内容は，翁面備・忍草・、奥

津白浪・信夫摺等々の総計37の歌語についての出拠や

講注釈書の説などを集めた聞き書き本である。著作年

は判明しないが，宗固が1703～1784年の人物だからお

およそのことは推量できる。書写年代は表示されてい

ないが，大体近世末だろう。

質問6　プラハ大学の住所を知りたい。

回答例　World　of　learning（1970～71）（各国の大学

・研究諸機関を国別に網羅）とMinerva　Jahrbuch

der　Gelehrten　Welt　Universitaten　und　Fachho－

chschulen，　Bd．1；Europe　1966（030M2）で調査し

たが，プラハ大学はない。プラハ工科大学の間違いで

はないかと問い合わせたところ，そうかも知れないと

のこと。同工科大学の住所は次の通り。Cesk6　Vyso。

ke　U6eni　Technicke　v　Praze．　Prague　2，　Horska

3，　Czechoslovakia

質問7　大正15年12月25日目いう日付けが正しいのか。

それとも昭和元年12月25日というべきか。

回答例　日本歴史大辞典（602二3）の年表，読売年鑑

の別巻“新聞にみる明治百年”によると，昭和元年12

月25日が正しい。

質問8　Seemann，　G．　R．（Northwestern　Univ．〉

が，1964～5年頃にかけて書いた学位論文の標題を知
りたい。

回答例　Dissertation　abstracts（010　D　26）；Sect．　B

で調査。“Experimental　aspects　of　magnetoaero－

dynamic　drag．”

質問9　海中公園には，どんな所が指定されているか。

なおそれらの公園の特色などを知りたい。

回答例　各年鑑に公園名や位置などが出ているが，月

刊百科（No．82／1969）に詳しい。自然保護法による海

中公園の発足の意義や各国の代表的な海中公園も紹介

されている。

質問10　アメリカで，日本の「文部省」に該当するも

のは。

回答例　社会科中大辞典（340シ195）の，アメリカの

項および研究社のNew　Japanese－Ellglish　Diction－

aryの附録・英米政府機構一覧によれば，「保健・教育

・福祉省」（Department　of　Health，　Welfare　and

Education）という。



6 図書館情報

図書館統計
　　参考図書室学部別利用統計　　　　　　　　　（昭和46年1～12月）

　中央図書館の参考図書室には，約5，000冊（和書2，394冊・洋書2，486冊）の参考図書類が備え付けてあります。

各種の学習・調査・研究用の辞書・事典，索引抄録などの書誌的資料および人名録などが，主題別に配架してあ

り，開架方式なので自由に閲覧できます。’なお参考図書室には，そのほかに次の資料も整備されています。わが

国の主な出版社の出版案内，および海外の約30力国，350の出版社の出版目録・パンフレット類。国内・国外の

大学。研究諸機関などの案内やカレンダー類。各国大使館からご寄贈いただいている地図や観光案内類。新聞

（朝日・毎日・読売・西日本）の切抜き。とくに新聞の切抜きは，参考図書室の特色の一つで，利用者からも大

変重宝がられています。利用時間は，午前9時から午後5時まで。土曜日は，午前9時から12時まで。試験期に’

なりますと開館時館を延長して，土曜日でも午後5時まで開きます。昭和46年の学部別・身分別の利用統計は次

のようになっています。昭和45年の利用者総数2，818人に対して，410人の増加です。45年の詳しいことは，図書

館情報．Vol．7，　No．3を参照してください。なお身分別の利用比較は別表の通りです。

　　　　　　　　　　　　　　身　　分　　別　　統　　計　　表

昭和45年
t／　46／1

（差）

学部学生　　大　学　院
　1，978　1　540
　2，212　1　676
　＋　234　1　＋　136

教　　官

　224
　276
＋　52

昭和46年・参考図書室学部別利用統計表 （昭和46年1～12月）

弓 法 理 医 弓

削差陛i警i笙誤写1寒雲平筆嘩警1笙陛1警i塞1劉警1平戸警
　fftll　151　11　51　2L　OI　591　141　O］ngt　l　Ol　OI．wwr　41　11　Ol　O）　PI　OI　OI　”9
　2　521　131　li　21　4i　O］　89i　141　Ol　．33－1　Ol　OI．Mwwl　2i　21　ll　Oi－21　Ol　OI　Q

　st－35i　61　41　71　II　OI　891　51　Ol　231　11　ll　14j　21　ll　ll　Ol　Ol　li　OI　O
　Mt611一　91　ll　31　OI　ll　741　171　．011－t　l　71　Ol　1－41．Ut1　ILeq1　Ol　Ol　Ol　Ol　O
　st21’　16i　3i　Ol　！1　pm1　44，1　lll　Olmp1　21　Ol　101　51　ll　2i　Ol　OI　”．　Ol””Pl－P
　ast61’　IOI　41　31　21　OI　401　131　1．1　．2．IL！1　．　Y　2Y　41　1［””IL”　O　l　Oi　l　l　Oi　0

　7Mt21　15i　21　31　11　OI　991　4el．一〇r1　16Utl　Ol　221　101　2j　41　Ol　Ol　OI　OI　O
　antl　’一’61　Oj　．　O．一ti　OI　201　20i　Ol　31　111　OI　31　61　21　paLI－ll　一Q．lppl　O
　Mt71　12r’　4］’91　Ol　Ol　70i　421　Q－tll　121！1　一1．2．1　6i　21　41　Ol．Ol　OI　Oi　O
Mt　26　101　71，　．．pm1　31　Ol　741　451　21at　l　pp1　O）一331　31　1ve1　Ol　pm1　Ol　OI　O
it　421　141　4r’　ny’O［　ll　581　141　21．．Utl　．一〇1　．　11　141　41　Ol　OI　O［　Ol　Ol　Ol　O

ptt　241　6i　Ol　21　Ol．．．　Ol　441　．一61一一一1－i！2－i　ll　1．一1　1－6L．一3．L一一！I　Si一一Ql－ll　Ol，　Ol　O

計｝337｝132131142j1713i7601241161240｝4914i17315g115126iO141210iO
合計1　500　　　　　62　　　　1，007　　　　293　　　　　247　　　　30　　　　　2

薬 工 農

笙圏二二陛警1笙津山1笙1警1堅i二業警1二三1
nyt　’Ol　481・　4－1　6i　．wwl　14i　Oi　Ol　Ol　Ol　2］　ei　11　Ol　Ol　41　234

ptt　Ol　461　’31　一8L7．U2L5j－OLOI2LOLOI－Oipml　O）　41－30．8
01　　01　　01　331　　51’　7【　　71　工41　　51　　1i　　ll　　Oi　　21　　0i　　O｝　　Ol　　11　　31　　270

0pt）　Ol　241　61　171　6」　151　．mp1　Ol　11　Ol　Ol．．．Ql．．．li一一Pl　O［　3［　245

astl　Ol　381　6r”　LI　4pm1　31　11　l　l　Oi　5i　Ol　ll　OI　I　F　11　201
rmtl　O］1091一　1一tl　151　・71　51　一pml　il　li　Ol　61　Ol一．　Oj．　Qi．　Il　10i　323

pmt　Ol　IOIi　7－1］Ol　61．　51　21　21　Ol　Ol　ll　Ol　21　OI　21　131　407
pm／　Ol　Oi　17［　Jww1　51　4j　51　21　11　11　Ol　401　Ol　4j　Ol　21．一〇rl　117

mstl　Ol　381　ttt41　61　91　11　41　Ol　Ol　21　OI　Oj　O［　astl　363
wttl　OI　vatl　9r　141　81　51　21　21　Oi　O，　6r　OI　ll　Oi　O］　91　317
wttl　Ol　361pmt［　101　91　41　21　ll　Ol　Ol　11　OI　OI　OI　2pst　246
pmtl　Ol．ewtl　71　12L　8i　41　l　l　21　l　l　Ol　2［　OI　O　ttttl　一！97
twt　Ol　pat8［　791123i　771　991　351　151　61－tl　271　ng1　101　OI　121　641

　r　　l　740　1　211　1　一2－t　i　27　1　10　1　12　1　6413，228
（中央図書館閲覧課情報資料掛）
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